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   Ａ６１Ｋ  31/541   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/498   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/55    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１２Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１３　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０５Ｅ
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０５Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月13日(2010.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物

【化１】

［式中、
　Ｚ１は、ＣＨまたはＮであり、
　環Ａは、少なくとも１個のヘテロ原子を含有してもよい５員または６員の環であり、
　Ｒ１は、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ＝
Ｏ）－Ｒ３、－（Ｃ＝Ｏ）－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ－Ｏ－（ＣＲ３Ｒ４）ｐ－Ｒ３、－（Ｃ＝
Ｏ）－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ－Ｏ－（ＣＲ３Ｒ４）ｐ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ３、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｎ
Ｒ３Ｒ４、－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ－ＮＲ３－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ４、－（Ｃ＝Ｏ）－（ＣＲ３Ｒ
４）ｑ－ＮＲ３－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ４、－（Ｃ＝Ｏ）－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｎ
Ｒ３Ｒ４、－Ｓ（Ｏ）ｋＮＲ３Ｒ４、－Ｓ（Ｏ）ｊＲ３、－（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（３～１０
）員のシクロアルキル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０アリール）、－（ＣＲ３Ｒ４

）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（３～１０）員のシクロアルキ
ル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（Ｃ
Ｒ３Ｒ４）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ５

Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（
ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（４
～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（Ｃ６～
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Ｃ１０）アリールまたは－（ＣＲ３Ｒ４）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（４～１０）員
のヘテロシクリルであり、
　Ｒ２は、Ｈ、ハロ、シアノ、ニトロ、－ＣＦ３、－ＣＨＦ２、－ＣＨ２Ｆ、トリフルオ
ロメトキシ、アジド、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ５、－（Ｃ
＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ５、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ５、－ＮＲ５（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ７、－（Ｃ＝Ｏ）
－ＮＲ５Ｒ６、－ＮＲ５Ｒ６、－ＮＲ５ＯＲ６、－Ｓ（Ｏ）ｋＮＲ５Ｒ６、－Ｓ（Ｏ）ｊ

（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－Ｏ－ＳＯ２－Ｒ５、－ＮＲ５－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ６、－（ＣＲ
５Ｒ６）ｖ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０アリー
ル）、－（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑ（Ｃ＝
Ｏ）（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑ（Ｃ＝Ｏ）
（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ５Ｒ
６）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（３～
１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）ア
リール、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（
ＣＲ５Ｒ６）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）アリールまたは－（ＣＲ５

Ｒ６）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリルであり、
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７はそれぞれ独立に、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１

０）アリールおよび－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルから選択され、
　前記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の前記（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
前記（３～１０）員のシクロアルキル、前記（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび前記（４～
１０）員のヘテロシクリル部分の任意の炭素原子は、オキソ、ハロ、シアノ、ニトロ、－
ＣＦ３、－ＣＨＦ２、－ＣＨ２Ｆ、トリフルオロメトキシ、アジド、ヒドロキシ、（Ｃ１

～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

６）アルキニル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ８、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ
８、－ＮＲ８（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ１０、－ＮＲ８（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１０、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｎ
Ｒ８Ｒ９、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９ａ、－ＮＲ８Ｒ９、－ＮＲ８ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）ｋ

ＮＲ８Ｒ９、－Ｓ（Ｏ）ｊＲ８、－Ｏ－ＳＯ２－Ｒ８、－ＮＲ８－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ９、－
ＮＲ８－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ９ａ、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－
（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０アリール）、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテ
ロシクリル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロア
ルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－
（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（Ｃ
Ｒ８Ｒ９）ｖＯ（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｖ

Ｏ（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（ＣＲ８Ｒ９）ｖＯ（ＣＲ８Ｒ９）ｐ

（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ

６～Ｃ１０）アリールまたは－（ＣＲ８Ｒ９）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０
）員のヘテロシクリルからそれぞれ独立に選択される１から３個のＲ１１置換基で置換さ
れていてもよく、
　ここで、前記Ｒ１１の前記（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、前記（３～１０）員のシクロアル
キル、前記（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび前記（４～１０）員のヘテロシクリル部分の
それぞれ任意の炭素原子は、ハロ、シアノ、ニトロ、－ＣＦ３、－ＣＨＦ２、－ＣＨ２Ｆ
、トリフルオロメトキシ、アジド、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ＝Ｏ）－
Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ８、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ８、－ＮＲ８（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ１０

、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９、－ＮＲ８Ｒ９、－ＮＲ８ＯＲ９、－Ｓ（Ｏ）ｋＮＲ８Ｒ９

、－Ｓ（Ｏ）ｊ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ－ＳＯ２－Ｒ８および－ＮＲ８－Ｓ（Ｏ）

ｋ－Ｒ９からそれぞれ独立に選択される１から３個のＲ１２置換基で置換されていてもよ
く、
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　前記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ１１およびＲ１２の前記（４～１
０）員のヘテロシクリルの任意の窒素原子は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）
アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ９ａ、
－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ－ＮＲ８Ｒ９

、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ

１０アリール）、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ８Ｒ９

）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ

（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリールまたは－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝
Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルからそれぞれ独立に選択される１
から３個のＲ１３置換基で置換されていてもよく、
　Ｒ８、Ｒ９およびＲ１０はそれぞれ独立に、Ｈまたは（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ９ａはそれぞれ独立に、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（
ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０アリール）または－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘ
テロシクリルであり、
　ｐ、ｑおよびｖはそれぞれ独立に、０、１、２、３、４または５であり、
　ｎおよびｊはそれぞれ独立に、０、１または２であり、
　ｔは、１、２、３または４であり、
　ｗは、１、２または３であり、
　ｋは、１または２である］。
【請求項２】
　前記式（Ｉ）の化合物が、

【化２】

からなる群から選択される請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もし
くは溶媒和物
［式中、
　前記化合物（Ｉａ）および（Ｉｂ）それぞれで、
　点線は、場合により二重結合であり、
　Ｚ１は、ＣＨまたはＮであり、
　Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４およびＺ５はそれぞれ独立に、ＣまたはＮであり、
　Ｚ６、Ｚ７およびＺ８はそれぞれ独立に、Ｃ、Ｓ、ＯまたはＮであり、
　Ｚ２、Ｚ３、Ｚ４、Ｚ５、Ｚ６、Ｚ７およびＺ８のいずれかに結合しているＲ２は、Ｈ
、ハロ、シアノ、ニトロ、－ＣＦ３、－ＣＨＦ２、－ＣＨ２Ｆ、トリフルオロメトキシ、
アジド、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ１４、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ
－Ｒ１４、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ１４、－ＮＲ１４（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ１５、－（Ｃ＝Ｏ）－
ＮＲ１４Ｒ１５、－ＮＲ１４Ｒ１５、－ＮＲ１４ＯＲ１５、－Ｓ（Ｏ）ｋＮＲ１４Ｒ１５

、－Ｓ（Ｏ）ｊＲ１４、－Ｏ－ＳＯ２－Ｒ１４、－ＮＲ１４－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ１５、－（
ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（Ｃ６～
Ｃ１０アリール）、－（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ
１４Ｒ１５）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（ＣＲ１

４Ｒ１５）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（Ｃ
Ｒ１４Ｒ１５）ｖＯ（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール、－（ＣＲ１４Ｒ１
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５）ｖＯ（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ１４Ｒ１５）

ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび－（ＣＲ１４Ｒ１５

）ｑＳ（Ｏ）ｊ（ＣＲ１４Ｒ１５）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルからなる群から独
立に選択され、
　Ｒ１４およびＲ１５はそれぞれ独立に、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（ＣＲ８Ｒ９

）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリールお
よび－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルからなる群から独立に選択され
る］。
【請求項３】
　前記式（Ｉａ）の化合物が、
【化３】

からなる群から選択される請求項２に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もし
くは溶媒和物。
【請求項４】
　前記式（Ｉｂ）の化合物が、
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【化４】

からなる群から選択される請求項２に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もし
くは溶媒和物。
【請求項５】
　前記式（Ｉ）の化合物が、
【化５】

である請求項２に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物。
【請求項６】
　Ｒ２が、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ５、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ５Ｒ６、－（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（３～１０）員
のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０アリール）、－（ＣＲ５Ｒ６）ｖ

（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（３～１０）
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員のシクロアルキル、－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０）アリール
または－（ＣＲ５Ｒ６）ｑＯ（ＣＲ５Ｒ６）ｖ（４～１０）員のヘテロシクリルである請
求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物。
【請求項７】
　Ｒ１が、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（３～１０）員のシクロアルキ
ル、－（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（Ｃ６～Ｃ１０アリール）または－（ＣＲ３Ｒ４）ｖ（４～１０
）員のヘテロシクリルである請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩も
しくは溶媒和物。
【請求項８】
　前記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７の前記（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、
前記（３～１０）員のシクロアルキル、前記（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび前記（４～
１０）員のヘテロシクリル部分の任意の炭素原子が、ハロ、シアノ、ヒドロキシ、（Ｃ１

～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ８、－ＮＲ８（Ｃ＝Ｏ
）－Ｒ１０、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９ａ、－ＮＲ８Ｒ９、
－Ｓ（Ｏ）ｊＲ８、－ＮＲ８－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ９、－ＮＲ８－Ｓ（Ｏ）ｋ－Ｒ９ａ、－（
ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０ア
リール）、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（
Ｃ＝Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝
Ｏ）（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ（Ｃ＝Ｏ）（
ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルからそれぞれ独立に選択される１から３
個のＲ１１置換基で置換されていてもよい請求項１に記載の化合物または薬学的に許容で
きるその塩もしくは溶媒和物。
【請求項９】
　前記Ｒ１１の前記（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、前記（３～１０）員のシクロアルキル、前
記（Ｃ６～Ｃ１０）アリールおよび前記（４～１０）員のヘテロシクリル部分の任意の炭
素原子が、ハロ、ヒドロキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルおよ
び－ＮＲ８Ｒ９からそれぞれ独立に選択される１から３個のＲ１２置換基で置換されてい
てもよい請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物。
【請求項１０】
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ１１の前記（４～１０）員のヘテロシクリルの任意の窒素原子
が、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ９ａ、－（Ｃ＝Ｏ
）－Ｏ－Ｒ８、－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＲ８Ｒ９、－（ＣＲ８Ｒ９）ｑ－ＮＲ８Ｒ９、－（ＣＲ
８Ｒ９）ｐ（３～１０）員のシクロアルキル、－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（Ｃ６～Ｃ１０アリー
ル）、および－（ＣＲ８Ｒ９）ｐ（４～１０）員のヘテロシクリルからそれぞれ独立に選
択される１から３個のＲ１３置換基で置換されていてもよい請求項１に記載の化合物また
は薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物。
【請求項１１】
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【化６】

からなる群から選択される請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もし
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くは溶媒和物。
【請求項１２】
　有効量の請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物お
よび薬学的に許容できる担体を含む医薬組成物。
【請求項１３】
　哺乳動物において、ＪＮＫの変調により仲介される状態を治療するための、、有効量の
請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物を含む医薬組
成物。
【請求項１４】
　哺乳動物において、糖尿病、代謝症候群、インスリン抵抗性症候群、肥満、緑内障、高
脂質血症、高血糖症、高インスリン血症、骨粗鬆症、結核、アテローム硬化症、認知症、
うつ病、ウイルス性疾患、炎症性障害または肝臓が対象臓器である疾患を治療するための
、有効量の請求項１に記載の化合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物を
含む医薬組成物。
【請求項１５】
　哺乳動物において、慢性もしくは急性心不全、心臓肥大、拡張型、肥大型もしくは拘束
型心筋症、急性心筋梗塞、心筋梗塞後、急性もしくは慢性心筋炎、左心室の拡張機能障害
、左心室の収縮機能障害、高血圧ならびにその合併症としての腎症および腎炎、内皮機能
障害、動脈硬化または血管形成後再狭窄を治療するための、有効量の請求項１に記載の化
合物または薬学的に許容できるその塩もしくは溶媒和物を含む医薬組成物。
 


	header
	written-amendment

